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| 発行/上田市編集/秘書課(毎月1日 16日) 〒~上回市大手1十
与さらしに型紙を載せ、上からはけでのりを付ける作業。最
も神経を使う...染めが終わると洗い場でのりを落とす

4

『
型
紙
を
作
る
型
彫
り
、
の
り
付
け
、
染
め
、
水
洗
い

な
ど
作
業
は
完
全
に
分
業
。
写
真
は
染
め
の
工
程

とす 「水洗い」といった仕事が専門

の職人によって分業化されています。

特に 「のり付けは長年の経験と高度

な技術が必要」と春原さん。また、

作業のほとんどが職人の手仕事に頼

っているので、 「機械化は難しい」

とも。

現在、手ぬぐい専門は、市内で2

軒だけ。最近はデザインがインテリ

ア用にと多様化してきたそうです。

地上10メートルはある物干し台の

中で、ひらひらと青空に舞う反物の

手ぬぐい一一。大手町、清明小学校東

|携で染め工場を経営する春原勝彦さ

ん(50歳)は、手ぬぐいやタオルの製

造を中心に30年以上も統けています。

作業場は、型紙を作る「型彫り J、

海草とベットナイトという砂を混ぜ

たのりを型紙に塗り込む「のり付け」

そして 「染め」、のりを水で洗い落

さらしの紋様

鮮やかに浮く

⑫ 

手ぬぐい製造

伝統を守る

3
6
 

nrz 

市政トピックス
医療問題研究委ガ最終報告

〈再生紙を使用しています〉



五
月
二
十
六
日
、
上
田
市
と
東
京
都
小
金
井
市
の
社
会

一
悩
祉
協
議
会
(
社
協

)
が
姉
妹
提
換
を
結
び
ま
し
た

調

印
式
は
市
役
所
で
行
わ
れ
、
州
市
の
社
協
代
ぷ
が
山
山
し

盟
約
山
内
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
‘
今
川
の
処
批
は

附
利

一九
・十

一
年
に
州
市
の
主
人
ク
ラ
フ
迎
合
会
が
姉
妹
椛
鳴
を

行
い
、
交
流
を
深
め
て
き
た
の
か
き
ゥ
か
け

州
市
は
脱

税
、
活
動
内
容
な
ど
に
組
似
点
が
多
く
、
今
後
は
お
互
い

に
福
祉
の
向
上
な
ど
の
た
め
交
流
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

末
永
く
友
好
を
fヨ

ム
例
市
川
μ

ハ

このほど、海野町の一角に公

衆トイレが完成しました。'J¥."11

貨は約l，900Jj円。障害者間もあ

リます どうぞご利用を。

市民参加の ‘"ド山L

紙面つづ、くりを 一→(臥 )川カがに《こmのほUど決枕ま
り. 5月27[:1に第 1同広報

広報モニターに15人 モニタ一会議を聞きました。

今年度のモニターは次のとおリ です 、敬称略 ・50背順)
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最
近
、
上
回
市
に
は
い
ろ
い
ろ
な

市
の
地
設
が
で
き
、
地
成
や
一悩
祉
な

ど
の
而
て
の
充
実
が
悶
ら
れ
て

い
ま

す
。し
か
し
、

P
R
が
き
ち
ん
と
さ
れ

て
い
な
か

ヮ
た
り
、
利
用
手
続
き
が

め
ん
ど
う
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
交
通

の
使
の
悪
さ
や
駐
車
場
不
足
な
ど
の

理
由
に
ょ

う
て
、
市
民
が
気
軽
に
利

用
で
き
な
い
而
が
あ
る
よ
う
で
す

市
内
に
あ
る
地
訟
を
も
う

一
俊
弘

前
し
、
も

っ
と
有
効
に
利
用
し
た

い

で
す
ね
一

(

阪
名

・
女
性
}

・

あ
な
疋
の
一
言

掴

お
待
ち
し
て
い
ま
す
/

『
あ
な
た
の
声
、
わ
た
し
の
声
」

は
、
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
こ
と
、

考
え
て
い
る
こ
士
、
ま
た
聞
き
た

い

こ
と
な

ν
・を
側
出
帆
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。

紙
上
町
名
は
山
巾
で
す
。
あ
な

た
の

で
d
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

の

で
、
お
気
軽
に
お
便
り
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、

「市
長

へ
の
手
紙
」
、

市
政
提
言
電
話
{
宮
@
2
5
3
9
て

市
政
提
言
フ
ア

γ
ク
ス

(
宮
⑫

5
1

1
1
)
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

マ
投
稿
先

祁
乃
深

(〒
湖

市

内

大
下

a
1
十

一
l
ト
六
、

岱
⑫
4
1

0
0
内
総

1
1
1
1
、
1
1
1
2
)



C5W 市の動き

ー
ゆ
か
り
の
地
ヘ

ア
メ
リ
カ
か
ら
・
ン

れ
収
後
の
上
回
謀
、
主
・松
平
忠
礼
の
弟
、

忠
厚
の
子
孫
が
五
月
二
十
日
、
市
長
に

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ

・
ワ
シ
〉
ト
ン
市
に
住
む
松

平
忠
厚
の
孫
の
ハ
パ

・
松
平

・
デ
ン
ト

さ
ん
、
ハ
ル
さ
ん
の
埋
め
ベ
テ
ィ

・
リ

ー
ド
さ
ん
夫
妻
。

ハ
ル
さ
ん
一
行
は
五

月
十
六
日
に
上
回
を
訪
れ
、
松
平
家
の

お
長
が
あ
る
願
行
寺
へ
墓
参
り
や
、
博

物
館
な
ど
も
見
学
し
ま
し
た
。

Jb」LJ44一一阜占
看護のゆ、思いやりのゆを再認識
一一 ふれあい看護のっとい一一
5月17日、市民会館で「ふれあい石・識のっとeい」

が開かれました。県・県医師会などによる主催で、

昨年度に制定された「看護の日」の一時として行

われたものです。はぼi前席の会場では、入院 ・介

護などの体験発表や講演なとeが行われました。

1日 上小地区メーデー(陸上競技場)

2日 市民と市長の日

5日 こどもまつり(上回城跡公同一帯)

7日 上田市功労者表彰式(市役所61智大会議

室、 10人) 上町市自治会迎合会退任役員感

謝状贈呈式(12人)

11日 北陸新幹線沿線協議会役員会 ・総会(長

野市)

12日 ミス上回表敬訪問

14日 北信越巾長会(柏i崎市、 -16日j

市総合美術展(中央公民館、 -17日)

15日 北陸新幹線関係都市連絡協議会(柏崎市)

17日 ふれあい者誕のつどい(市民会館) 資

i原活用広場(市役所駐車場)=写真下=

19日 新国道上回 ・篠ノ井総建設期成同盟会陳

情(長野市) 北陸新幹線建設促進長野県協

議会総会(長野市)

20日 最・後の上回藩主松平忠札の弟 ・松平忠厚

の子孫カ、アメリカから表敬訪問(ハル・松平・

デントさんほか2人)=写真右上=

25日 新国道上回 ・降ノ井紘建設促進期成同盟

irs子四日

ι椋 掃

上回

全
国
市
長
会
副
会
長
に

永
野
市
長
が
就
任

六
月
四
日
、
全
岡
市
長
会
(
会

長

・
石
井
竿
仙
台
市
長
)
の
第
六

十
二
回
総
会
が
東
京
で
開
か
れ
、

副
会
長
に
水
野
上
田
市
長
ほ
か
八

市
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は

一
年
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
£

|市民と市長の日|

7月官日⑧
午前9時~正午

会総会(更埴市) 関越自動車道上越線建設

促進期成同盟会総会 ・役員会(長野市)

26日 上岡市社会福祉

協議会、小金井市社

会福祉協議会との姉

妹提構調印式=写真

2ページ=

28日 医擦問題研究委

が最終報告=関連記

事4-6ページ=

29日 高齢者学闘入学

式(高齢者福祉セン

タ一、新入生85人)

市長室
(市役所3階)

広報うえだ4.6. 16 [3) 



一

医療問題で最終報告

上
田
市
の
総
合
医
療
問
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
を
探
っ
て
き
た
上
田
市
医
療
問
題
研

究
委
員
会
(
佐
藤
順
三
会
長
・
十
八
人
)
は
五
月
二

十
八
日
、
一
年
間
十
七
回
に
わ
た
っ
て
研
究
協
議
し

た
結
果
を
ま
と
め
、
永
野
市
長
に
最
終
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た

1
写
真

1
0
報
告
書
は
、
短
期
的
に
は

国
立
東
信
病
院
の
早
急
な
統
合
に
よ
る
整
備
・
拡
充
、

長
期
的
に
は
地
域
型
総
合
病
院
を
展
望
し
た
検
討
組

織
の
設
置
な
ど
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け

て
永
野
市
長
は
「
報
告
書
を
尊
重
し
、
合
後
内
容
を

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
報
告
書
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

現得問(幻た在受昨..--..(1) 
状る題最 》りけ年以上
」たに初 方上五下回
、めつ、 に閏月「市
.， .， い委 つ市二委※
図上て員 いの十員医
立問委会 て医九会療
病市貝で 、療 BL 問
院ののは 検体市と題
の医共本 討制長い研
統療通市 をののう究
廃休理の 開整委 J 委
合市IJ解医 始備 H属は員
ののを療 しのを、会 佐藤会長(右)から報告書を受け取る永野市長

い総圏が第てにでつのめ ・すなでらとがしるに ・ぺし五市る立整 ;・
ま合の設三い医まいーた 上 。ど医れの定て休お 医 |た月長こ場備上 医
す病第定次ま療かてつ十 小 が療て見め、市IJけ 療 ジ 。このとかの回 療
。院三さ医す計なは 。の 医 定闇い直る医のる 計 に委十委をらあ市 間
が次 21療 。画フ、通第 療 め ・まし計療碓医 画 記員九嶋田調りの 題
受医 、圏ちがここ常二 圏 ら必すが画法保療 ;載の日を的査方医 研
け療東はな策とめの次 ; れ要 。義 。にをを都 。氏発受と ・を療 究
持は信四み定を図医医県 て病こ務五基目提道 名足けし研市{本 委
つ佐医閤にさ自域療療が い床の付年き的{共府 はし咋て究民制員
て久療城、れ的内に圏定 ま数中けご県とす県 6 ま年、すのの 会

回
検
討
経
過

(4] 広報うえだ4.6. 16 



基
本
方
針
と
国
立
東
信
病
院
統
合
問

題
の
現
状
」
、
「
医
療
法

・
※
医
療
計

画
の
内
容
と
※
必
要
病
床
数
の
規
制

問
題
」
、
「
長
野
市
民
病
院
並
ぴ
に
飯

田
市
立
病
院
の
建
設
計
画
と
現
状
」
、

「上
田
市
の
救
急
忠
者
の
受
け
入
れ

状
況
」
等
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

研
究
し
た
。

ω第
四
回
委
員
会
か
ら
は
焦
点
を
絞

り
、
当
面
解
決
の
急
が
れ
る
救
急
医

療
に
つ
い
て
集
中
的
に
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
、

「
一
次
救
急
医
療
体
制
と

二
次
救
急
医
療
体
制
」
、
「
※
布
宅
当

番
医
制
の
役
割
と
現
状
」、
「
※
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
現
状
」
、

「
※
故
急
告
示
病
院

・
※
病
院
群
愉

番
制
病
院
の
役
割
と
現
状
」
等
上
回17固にわたり熱心な討議が進められた医療問題研究委員会

市
の
救
急
医
療
体
制
と
必
要
な
改
善

策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

ま
た
、
実
態
把
曜
の
た
め
、
消
防

救
急
隊
、
国
立
東
信
病
院
長
の
出
席

を
求
め
「
救
急
患
者
の
搬
送
状
況
と

受
入
状
況
」
「
国
立
東
信
病
院
の
医

療
体
制
と
受
入
状
況
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
共
に
「
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
の
先
進
市
の
実
状
」
に
つ
い

て
資
料
に
基
づ
き
般
討
し
た
。

ω当
面
す
る
故
急
医
療
体
制
に
つ
い

て
は
、
昨
年
十
二
月
六
日
「
上
田
市

の
医
療
問
題
に
対
す
る
中
間
報
告
」

と
し
て
別
添
の
と
お
り
報
告
し
た
。

(「広
報
」
平
成
三
年
十
二
月
十
六
日
号
)

山
間
中
核
医
療
機
関
の
整
備
問
題
に
つ

い
て
は
、
国
立
病
院

・
療
養
所
の
統

合
問
題
の
先
進
市
で
あ
る
千
築
県
柏

市
、
並
び
に
建
築
中
の
統
合
病
院
(国

立
第
二
が
ん
セ
ン
タ
ー
)
及
び
披
近

新
設
さ
れ
た
千
葉
市
立
海
浜
病
院
を

視
察
し
、
検
討
の
参
考
に
し
た
。

ω委
員
会
で
は
、
視
察
研
修
及
び
こ

れ
ま
で
の
研
究
協
議
の
上
に
た
っ
て
、

更
に
「
市
内
の
医
療
体
制
の
現
状
と

必
要
と
す
べ
き
医
療
機
能
」
、

「総
合

病
院
の
建
設
費
用
、
運
営
経
費
と
財

源
」
、
寸
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
策
」
、

「
県
の
医
療
計
画
の
見
直
し
と
※
上

小
医
療
閣
の
必
要
病
床
数
」
等
に
つ

い
て
病
院
の
新
設
及
び
誘
致
の
耐
面

か
ら
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

的
国
立
東
信
病
院
の
統
合
問
題
に
つ

い
て
は
、
厚
生
省
の
統
合
方
針
の
説

明
を
受
け
、
「統
合
病
院
に
求
め
る
医

療
内
容
」
、

「地
域
ム
目
立
を
ど
う
す

る
か
」
、
「
}
後
医
療
の
保
障
L

等
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
行

っ
た
。

ω統
合
問
題
に
つ
い
て
は
、
委
員
の

中
に
地
域
合
意
が
諮
わ
な
い
現
段
階

で
の
早
急
な
統
合
推
進
に
対
す
る
慎

重
な
意
見
も
あ
っ
た
。

以
上
の
研
究
協
議
を
踏
ま
え
、
こ

-」に
上
一目
前
の
医
療
体
制
の
整
備
の

荘
り
方
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

園
現

オ犬

ω上
田
市
内
の
医
療
施
設
は
、
病
院

十

一
か
所
、
診
療
所
七
十
三
か
所
で

施
設
数
の
上
で
は
、
は
ほ
全
国
水
準

に
あ
る
も
の
の
、
総
合
病
院
は
国
立

東
信
病
院
の
み
で
、
そ
の
国
立
東
信

病
院
も
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
か
ら

現
実
に
は
中
核
医
療
機
関
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
現
状
に
め
る
。

ω圏
内
の
既
存
病
床
数
は
二
千
三
百

十
三
床
で
あ
り
、
医
療
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
上
小
医
療
閣
の
必
要
と
さ

れ
る
病
床
数
二
千
二
百
三
十
九
床
は

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
も
の
の
、
上
田

市
関
係
分
は
千
十
三
床
で
、
全
国
水

準
を
下
回
り
、
と
り
わ
け
一
般
病
床

の
不
足
が
大
き
い
。

ω人
口
十
万
人
当
た
り
の
上
田
市
内

の
医
療
従
事
者
数
は
、
平
成
二
年
十

一
一
月
三
十

一日
現
在
医
師
百
六
人
(
全

…
・
必
要
病
床
数
:
・
医
療
閤

国
百
五
十
八
人
)
、
看
護
婦
五
百

一
人

い
ご
と
に
医
療
を
提
供
す
る

(
全
国
五
百
六
十
九
人
)
と
少
な
く
、リ

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に

医
師
の
平
均
年
齢
も
病
院
五
十
一
歳

…
必
要
と
さ
れ
る
病
院
の
射

(全
国
四
十
一
歳
)、
診
療
所
六
十
四

一
床
数
を
言
い
ま
す
。
圏
域

歳
(
全
国
五
十
九
歳
)
と
高
齢
化
が

…
内
の
既
存
病
床
数
が
必
要

進
ん
で
い
る
。

一
病
床
数
を
超
え
て
い
る
地

ω閣
内
に
お
け
る
中
核
医
療
機
関
の

…
域
内
で
は
、
原
則
と
し
て

不
足
か
ら
、
よ
り
高
次
な
医
療
分
野

一
新
た
な
病
院
の
開
設
が
許

に
お
い
て
は
他
の
医
掠
固
で
の
診
療

…
可
に
な
り
ま
せ
ん
。

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

い
-
一
次
医
療
・
:
入
院
の
必

ω一
方
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
に

…
要
の
な
い
医
療
、
ま
た
は

は
困
難
を
来
す
例
が
見
ら
れ
、
病
院
二
}
く
一
同
期
の
入
院
で
消
む

群
輪
番
制
の
制
度
下
で
も
毎
年
六
十

…
最
初
の
医
療
。
初
期
医
療
、

件
余
の
数
急
車
受
入
不
能
を
生
じ
さ

い
プ
ラ
イ
マ
リ
l

-
ケ
ア
な

せ
て
い
る
実
状
で
あ
る
。

…
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ω上
田
市
医
師
会
の
夜
間
救
急
セ
ン

…
・
二
次
医
療
:
・
入
院
ま
た

タ
ー
は
、
夜
間
の
診
療
空
白
を
解
消

…
は
手
術
を
必
要
と
す
る
医

す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
が
、
土
曜

い
療
。

日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
十
時
ま
で

…
・
三
次
医
療
・
:
特
殊
な
診

の
開
設
で
あ
り
、
平
日
夜
間
は
第
一

二
断
ま
た
は
治
療
を
必
要
と

次
救
急
医
療
体
制
が
不
十
分
な
状
態

…
す
る
医
療
で
、
①
先
進
的

に
あ
る
。

…
な
技
術
を
必
要
と
す
る
②

的
国
が
計
画
し
て
い
る
国
立
東
信
病

…
特
殊
な
医
療
機
器
の
使
用

院
と
国
立
長
野
病
院
の
統
合
は
、
上

…
を
必
要
と
す
る
③
発
生
頻

山
田
地
域
に
反
対
の
動
き
が
あ
り
、

…
皮
が
低
い
震
度
の
疾
病
に

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
統
合
の
前
提
条

…
関
す
る
④
救
急
医
療
で
あ

件
と
さ
れ
る
地
域
合
意
が
得
ら
れ
て

…
っ
て
特
に
専
門
性
が
高
い

い
な
い
。

い
も
の
、
を
一
言
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
田
地
域
に
お

…
・
在
宅
当
番
医
制
・
:
休
日

け
る
「
統
合
に
よ
る
国
立
病
院
の
拡

…
の
急
病
患
者
め
初
期
医
療

充
」
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
も
の

…
を
確
保
す
る
た
め
、
医
療

が
あ
る
。

…
機
関
が
当
番
で
診
療
に
当

た
る
制
度
。
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圏
結
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両問

高
度
経
済
社
会
の
進
展
、
高
齢
化

の
進
行
、
成
人
病
の
増
加
、
重
篤
救

急
患
者
の
哨
加
、
多
様
化
す
る
健
康

意
識
等
を
背
荻
に
、
医
療
の
現
状
に

対
す
る
市
民
め
不
満
は
強
く
、
安
心

し
て
非
ら
せ
る
医
療
体
制
の
艶
備
に

対
す
る
市
民
の
要
望
は
切
な
る
も
の

が
あ
る
。

委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
情

勢
、
医
療
の
現
状
、
市
民
の
ニ

l
ズ

等
を
慎
重
に
協
議
検
討
し
た
結
果
、

当
面
す
る
故
急
医
療
問
題
に
つ
い
て

は
、
さ
き
に
中
間
報
告
と
し
て
提
言

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は

市
民
の
総
合
的
仙
康
管
理
、
一
般
医

療
、
救
急
医
療
及
び
高
度
先
進
医
擦

を
充
足
で
き
る
地
域
型
総
合
病
院
が

必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
進
他
市
の
例

を
見
て
も
新
た
な
病
院
の
建
設
に
は
、

相
当
の
年
月
と
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

人
材
の
雌
保
、
法
的
腕
制
等
克
服
す

べ
き
課
題
が
多
い
。

一
方
、
悶
に
お
い
て
は
、
国
立
病

院

・
療
養
所
の
統
廃
合
計
画
を
進
め

て
お
り
、
今
日
ま
で
の
県

・
市
の
取

組
に
よ
り
、
国
立
東
信
病
院
と
国
立

長
野
病
院
の
統
合
が
上
山
田
地
域
に

反
対
運
動
は
あ
る
も
の
の
実
現
に
向

か
っ
て
動
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
続
期
的
に

は
国
立
東
信
病
院
へ
の
統
合
を
一
日

も
早
く
実
現
し
、
市
民
の
不
安
の
解

消
に
努
め
る
と
共
に
、
長
期
的
に
は

地
域
型
総
合
病
院
の
実
現
に
向
け
て

よ
り
専
門
的
な
検
討
組
織
を
設
置
し
、

住
設
、
財
源
、
人
材
の
確
保
策
等
総
ム
門

的
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

園
提

中
=
同

ω総
合
病
院
に
つ
い
て

ア
上
田
市
の
中
核
医
療
機
関
と

な
る
べ
き
地
域
型
総
合
病
院
の
戦
備

に
つ
い
て
は
、
医
療
関
係
者
及
び
議

会
代
表
を
中
心
と
し
た
、
よ
り
専
門

的
な
検
討
組
織
を
速
や
か
に
設
置
し
、

脱
却
備
計
画
、
財
源
、
人
材
の
碓
保
策

等
を
具
体
化
す
る
こ
と
。

イ
財
源
確
保
の
一
環
と
し
て
、

医
療
施
設
の
整
備
の
た
め
の
基
金
積

立
等
を
開
始
す
る
こ
と
。

ウ
県
に
対
し
、
上
小
医
療
圏
の

特
性
を
考
慮
し
、
必
要
病
床
数
を
比

直
す
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

ω国
立
東
信
病
院
の
繋
備
充
実
に
つ

い
てア

国

立

病

院

・
療
養
所
の
再
編

成
計
画
に
基
づ
き
、
国
立
東
信
病
院

へ
の
統
合
を
一
日
も
早
〈
実
現
す
る

こ
と
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
国

・
県

に
対
し
強
力
に
要
請
す
る
こ
と
。

イ

統

合

後

の
国
立
東
低
病
院

(以
下

「
統
合
病
院
」
と
い
う
。
)

は
、
現
在
の
統
合
対
象
二
病
院
を
合

体
し
た
以
上
の
規
模
を
持
た
せ
、
次

の
機
能
を
包
含
さ
せ
る
よ
う
国

・
県

に
対
し
強
力
に
要
請
す
る
こ
と
。

同
総
合
診
療
機
関
と
し
て
、
救
急

医
療
等
第
二
次
医
療
機
能
は
も
ち
ろ

ん
虫
鰐
救
急
患
者
に
対
す
る
第
三
次

医
療
機
能
の

一
部
を
も
併
せ
持
つ
施

設
と
す
る
こ
と
。

ω成
人
病
の
増
加
に
伴
い
、
と
り

わ
け
心
臓
疾
患
に
対
す
る
高
次
の
医

療
機
能
を
有
す
る
施
設
と
す
る
こ
と
。

間
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
の
検
査
機
能

に
合
わ
せ
、
地
域
の
教
育
研
修
、
病

院
の
倒
抜
、
高
度
医
擦
機
器
の
共
同

利
用
等
を
行
え
る
地
設
と
す
る
こ
と
。

ウ

統

合
実
現
後
の
後
医
療
に
つ

い
て
は
、
そ
の
地
域
住
民
の
不
安
を

解
消
で
き
る
医
療
施
設
と
し
て
整
備

す
る
も
の
と
し
、
必
要
な
協
力
を
行

う
こ
と
。

ω救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

ア

第

二
次
救
急
医
療
体
制
の
見

直
し
を
行
い
、
そ
の
中
心
に
統
A
n
病

院
を
充
て
る
と
共
に
病
院
群
輪
番
制

の
強
化
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

イ
第
一
次
救
急
医
療
体
制
の
夜

間
の
空
白
を
無
く
す
た
め
、
医
師
会

と
協
議
し
、
統
合
病
院
の
隣
接
地
に

市
の
責
任
に
お
い
て
夜
間
急
忠
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
第
二
次
救
急
医
療

機
関
と
の
密
接
な
述
拐
を
昨
保
す
る

-
」

L
'」。
な
お
、
そ
れ
ま
で
の
閥
、
現
在
の

上
田
市
医
師
会
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

ω看
護
婦
等
の
陣
保
策
に
つ
い
て

深
刻
な
看
護
婦
不
足
の
解
消
を
始

め
医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
必

要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

山
間
必
務
局
体
制
の
整
備
に
つ
い

て

提
言
の
実
現
を
図
る
た
め
、
医
療

整
備
対
策
室

(仮
称
)
の
設
置
を
検

討
す
る
こ
と
。

-
委
員

氏

名

(印
音
順
・敬
称
略
)

マ
飯
島
康
典
(上
知
事
例
制
全

マ
上
原
忠
-k
m山
翌
三

マ
小
胎
正
昭
例
M

同
一
階
以
似
患
者
陥
泌
さ

マ
小
池
重
徳
-上
mぃ
品
開
会
}

マ

小

菅

昇

(1副
主
語
体
連
絡
協
議
会
}

マ
佐
藤
順
三
{上
回
市
自
治
会
進
合
会
)

マ
志
摩
修
吾
玉
虫
間
工
会
成
所
)

マ
春
原
新
之
丞
市
容
7-
フ
ず
さ
き

マ
関
啓
治
下
問
小
眼
的
円
低
師
会
)

マ
鉄
矢
忍
平
総
れ
日
明
立

マ
中
沢
優
子
主
川
市
川
明
人
側
窓
柏
崎
州
議
ん
と

マ
成
沢
見
次
-K
小
抽
佐
川
セ
ン
タ
ー
}

マ
深
町
守
平
総
経
験
者
}

マ
福
沢
正
章
(上
間
市
総
合
こ

マ
伏
見
一
(
上
国
保
健
き

マ
水
出
韓
国
助
主
閲
首
位
会
一
怖
い
吐
控
室
)

マ
宮
下
美
生
玉
印
市
鉱
師
会
}

マ
依
田
知
恵
エ
m山
泌
さ

-
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
:・

一
平
日
夜
間
の
入
院
を
必
要

と
し
な
い
急
病
患
者
の
医

一
療
を
確
保
す
る
た
め
設
け

…
ら
れ
る
医
療
機
関
。
上
回

…
市
内
で
は
、
上
田
市
医
師

…
会
が
土
鴫
夜
間
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

・
救
急
告
示
病
院
:
・
救
急

…
患
者
の
一
次
医
療
を
確
保

…
す
る
た
め
、
そ
の
受
け
皿

一
と
し
て
県
の
告
示
を
受
け

…
た
病
院
。

-
病
院
群
輪
番
制
:
休

B
-

…
夜
間
の
入
院
治
療
を
必
要

…
と
す
る
重
症
救
急
患
者
の

…
医
療
を
雌
保
す
る
た
め
、

一
毎
日

一
病
院
が
交
替
で
診

…
療
に
当
た
る
制
度
。

-
後
医
療
・:
統
合
さ
れ
る

…
側
の
病
院
の
地
域
に
お
け

…
る
統
合
後
の
医
療
を
言
い

い
ま
す
。

-
地
域
型
総
合
病
院
:
研

…
究
医
療
機
関
ま
た
は
専
門

…
医
療
機
関
で
は
な
く
、
地

…
域
に
必
要
な

一
般
的
な
医

一
療
を
行
う
総
合
病
院
。

[61 16 6. 広報うえだ4.



お知らせア・弓・カルト

6月4目、上窓尻東交差点付近で r交
通安全人波作戦」が行われた。

もうこれ以上、涙を流す人を増やさないで一一今年

に入って、上回警察署管内での交通事故による死亡者

は、 6月3日現在で11人。半年足らずで、昨年1年閉

め死者の数に並んでしまいました。県内でも最も多い

数字です。現荘、県下では「交通死亡事故多発非常事

態宣言」が発令中。一人ひとり、心にゆとりを持った

思いやりのある運転を、ぜひ心掛けてください。

基
本
を
守
っ
て
、
互
い
に
声
掛
け
て
/

長
野
県
上
田
警
察
害

山
本
近
夫
署
長

現
在
は
最
悪
の
状
態
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
、
特
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
器
用
、
制
限
速
度
を
し

っ
か
り
守
る
こ
と
で
、
事
放
の

大
部
分
は
防
げ
ま
す
。
ま
た
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い
に
突

通
安
全
を
認
識
し
て
、

宮同
を
鈴

け
合
う
こ
と
が
大
事
。
ぜ
ひ
、

守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
科
医
姉
・
歯
科
衛
生
士
が
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

あきらめずに / 在宅寝たきり者など対象

受けてみませんか。
家庭で歯科検診(無料)

自
分
の
歯
や
自
分
の
口
に
合

っ
た

入
れ
歯
で
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
栄

養
状
態
が
良
く
な
り
、
病
気
の
回
復

や
体
力
、
健
康
保
持
に
大
切
な
こ
と

で
す
。
ま
た
、
発
音
が
は
っ
き
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
と
の
会
話
も
進
み

生
活
が
明
る
く
楽
し
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
無
料
歯
科
検
診
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
歯
科
医
師
と
歯
科

衛
生
士
、
保
健
婦
が
訪
問
し
、
入
れ

歯
の
手
入
れ
や
歯
み
が
き
の
指
導
、

そ
の
他
相
談
に
応
じ
ま
す
。

マ
利
用
で
き
る
人

在
宅
寝
た
き

り
者
お
よ
び
重

症
心
身
障
害
者

マ
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
(内

線

1
3
7
9
)

16 6. 広報うえだ4.[ア]
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予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
率
の
グ
ラ
フ

その他 15f.~2 .885万円 (92.6(1~)

衛 生 寮 18徳丸076方向 (94.001)) 

商工資 HliM.258万問 (93.6%)

自軍事事水産業費 15!.な3.398万円 (69.7%)

公償資 27j窓3.247万件J(99.4%) 

総務費 4l!.意4.436方向 (95.2%)

害虫育資 391~9.7637iP:1 (78.9%) 

民生賓 481~7.781万円 (86.5%)

ヰ木重量 32121.76477円 (55.0%)

ぼ
ろ
キ
レ
を
有
効
に
使
う

..... 
ティッシュ代;わりにノ、ギレてづ由ふさを

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
践
例
と
し
て
、

あ
る
市
民
(
小
泉

・
刊
歳
の
主
婦
)

か
ら
、
次
の
よ
う
な
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

* 

古
着
を
切
っ
て
市
販
よ
り
大
き
め

の
オ
ム
ツ
ラ
イ
ナ
ー
に
す
る
と
、
オ

ム
ツ
も
汚
れ
ず
に
洗
濯
で
き
、
押
入

の
整
理
も
で
き
ま
す
。

小
さ
な
ハ
ギ
レ
は
湯
た
ん
ぽ
の
湯

に
つ
け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
を
ふ
い

た
り
、
お
尻
を
ふ
い
た
り
、
お
勝
手

※教育費およびその他には、前年度繰越

明許費繰越額を含む。

地方債現在高

1.667万5.546m'

211意向

一時借入金

-山林

・住 宅

(敷地)

(建物)

197un .213方向

115 f;~4 .404万円

3131.0:1，617万問

49低6.125万同

5.880万円

193方8，895m'
28万8.702m:

市有財産

-積立金

・有価証券

・土 地

・建 物

一般会計

特別会計

(合計)

で
油
を
ふ
い
た
り
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
代

わ
り
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
汚
れ
た

布
は
燃
え
る
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
焼

い
て
し
ま
い
ま
す
。

学
び
た
い
昔
の
生
活

ま
た
、
鶏
を
二
、
三
羽
飼
っ
て
、

生
ご
み
、
革
、
ぬ
か
、
貝
殻
を
え
さ

に
し
て
安
全
一で
新
鮮
な
卵
を
い
た
だ

き
、
フ
ン
は
畑
の
肥
料
と
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
人
プ
ン
も
米
の
と

ぎ
汁
も
み
な
土
に
返
し
た
も
の
で
す

が
、
今
は
生
活
の
便
利
さ
の
み
追
求

し
て
、
田
畑
か
ら
は
奪
う
だ
け
、
海

や
川
、
空
は
汚
す
だ
け
の
昆
虫
に
も

恥
ず
か
し
い
動
物
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
と
人
類 21万5.50301'

5万9.307111'

百

(保
険
付
き
)
千
五
百
枚

小
学
校
へ

マ
沢
柳
た
か
ゑ
様

(
材
木
問
)

万
円
老
人
福
祉
事
業
に

マ
匿
名

点
字
図
書
十
四
種
(
三
十

六
冊
)
点
字
図
鑑
回
館
へ

マ
糊
八
十
ニ
銀
行
川
西
支
唐
様

柱
時
計
、
丸
テ
ー
ブ
ル
、
片
面
型
記

載
台
、
川
西
公
民
館
へ

マ
匿
名

三
万
円
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
塚
原
吉
政
様

(
長
島
)
「
北
極
星

を
見
る
石
」
一
基

神
科
小
学
校
へ

(3
月
2
日
l
4
月
幻
自
受
付
分
)

市
内
全

滅
亡
も
空
想
の
世
界
と
は
一蓄
え
な
く

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

[9) 

無
駄
な
く
き
れ
い
に

つ
い
自
治
体
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
頼

ん
で
し
ま
う
わ
た
し
た
ち
で
す
が
、

ほ
ん
と
う
は
家
庭
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
核
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
排
水
も

川
に
た
れ
流
し
型
で
な
く
、
家
庭
内

で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
な
リ
サ

イ
ク
ル
型
に
こ
そ
補
助
を
お
願
い
し

た
い
し
、
生
ご
み
も
家
庭
内
で
処
理

で
き
る
よ
う
な
形
へ
の
補
助
を
お
願

い
し
た
い
も
の
で
す
。

使
え
る
物
を
捨
て
た
り
、
た
れ
流

し
た
り
す
る
後
ろ
め
た
き
か
ら
逃
れ
、

無
駄
な
く
き
れ
い
に
使
う
快
さ
を
身

に
付
け
た
い
も
の
で
す
。

6. 16 広報うえだ4.



圃
住
民
票
恕
ど
め
郵
送

圃
サ
ー
ビ
ス
を
ズ
か
ら

七
月
一

日
制
か
ら
、
市
役
所
・各
支

所
に
速
い

人
の
た
め
に
、
市
内
各
郵

便
局
に
「
住
民
梁
の
写
し
」
な
ど
の

交
付
申
諮
書
を
備
え
、
郵
送
に
よ
る

業
務
を
始
め
ま
す
。

マ
取
り
扱
う
業
務

①
年
金
受
給

権
者
現
況
届
②
戸
籍
謄

・
抄
本
の
請

求
③
住
民
票
の
写
し
の
請
求

マ
手

数
料

①

l
公
的
な
も
の
は
無
料、

私
的
な
も
の
は
二
百
円
、
②
H
三
百

円
、
③

1
二
百
円
(
い
ず
れ
も
定
額

小
為
替
で
)

マ
問
い
合

わ

せ

市

民
課
(
内
線
1
3
5
5
)、
各
郵
便
局

市
内
に
ど
れ
た
け
、
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
作
っ
て
い
る
団
体

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
講
演
会
、
講
座
、
小
さ

な
行
動
の
呼
び
燐
け
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
知

ら
せ
を
し
た
い
の
て
す
。
人
数
の
大
小
は
問
い

ま
せ
ん
。
男
性
ク
ル
ー
プ
も
大
歓
迎
で
す
。

-
厚
生
課
婦
人
係

(
内
線
1
6
0
7
)

お
な
た
の

グ
ル
ー
プ

圃
楽
し
今
、
が
い
v
っ
ば
いν

圃
『
上
越
ワ
ェ
ア
』
ヘ

f

マ

と

き

七

月
五
日
間
午
前
十
一

時

マ
と
こ
ろ

海
野
町
イ
ベ
ン

ト

広
場
(
日
曜
広
場
)

マ
内
容

①

上
越
市
観
光
宣
伝
コ

ー
ナ
ー、

観
光

施
設
利
用
券
プ
レ

ゼ
ン
ト
②
謙
信
公

出
陣
の
儀
式
(
予
定
)
③
物
産
特
売

会
(
鮮
魚、

塩
干
物
、
笹
だ
ん
ご
、

か
ま
ぼ
こ
、
地
澗
、
ワ
イ
ン
な
ど
)

マ
問
い
合
わ
せ

観
光
課
(
内
線
1

4
2
2
)・商
工
諜
(
内
線

1
4
0
3
)

上信越自動車道黄金沢工事

用道路の工事に伴って、昨年

5月から太郎山の表参道ガ一
部うかい路になっていましだ

が、 このほど黄金沢工事用道

搭ガ完成し、 表参道の登りロ

ガ階段に付け醤わり、通行で

きるようになりました。

工事期間中、ご協力ありガ

とうございました。

・問い合わせ高速交通課(内

線1533)

園
児
童
手
当
め
現
況
眉

圃
%
が
提
出
期
限
マ
苛

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
を
受
け

て
い
る
人
は
、
今
年
度
の
「
現
況
屑
」

を
六
月
三
十
日

ωま
で
に
児
童
保
育

課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
六
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
対
象

①
平
成
三
年
一
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
②
五
歳
未
満
の
児
童
を
含
む

二
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
(
所
得
制
限
あ
り
)
マ
請
求
方
法

①
印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関

の
口
座
通
帳
(
請
求
者
名
義
)
を
持

参
し
、
児
童
保
育
課
へ
。
マ
支
払
期

一
一
月
、
六
月
、
十
月
に
届
け
出
の

翌
月
分
か
ら
各
前
月
分
ま
で
を
ま
と

め
て
振
り
込
み
ま
す
。
マ
問
い
合
わ

せ

児
童
保
育
課
(
内
線
1
6
3
6
)

圃
電
子
工
業
巡
回
試
験

圃
パ
ス
利
用
く
だ
ざ
い
ν

県
で
は
、
精
密
工
業
試
験
場
(
岡

谷
市
)
に
巡
回
パ
ス
を
配
置
し
、
遠

隔
地
の
中
小
企
業
へ
出
向
き
、

計
測

探
類
の
校
正
試
験
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
電
機

・
電
子
関
連

事
業
所
は
、

上
小
地
方
事
務
所
商
工

課
(
宮
⑫

1
2
6
0
)ま
で
ど
う
ぞ
。

そ

3金
;揚
16 6. 

注
意
l
天
ぷ
ら
油
の
火
災

広報うえだ4.

天
ぷ
ら
油
は
、
鍋
に
火
を
か
け
て
か

ら
約
六
分
後
に
適
温
(
約
百
八
+
度
}

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
適
温
か
ら
=
一1

四
介
後
に
は
、
コ
ン
ロ
の
火
が
泌
に
入

り
激
し
く
炎
が
上
が
り
ま
す
。

「天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
こ
の
こ
と
が
安

全
で
お
い
し
い
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
コ
ツ

で
す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意
を
。

-
消
防
本
部
予
防
課
(
怨
@
0
1
1
9
)

国
危
隙
物
取
扱
者
d
m
保

目
安
講
習
会
へ
ど
う
玲

マ
と
き

八
月
七
日
幽

マ
と
こ

ろ

上
回
合
同
庁
舎

マ
対
象

①

取
扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ

た
日
か
ら
一
年
以
内
の
人
②
免
状
の

交
付
を
受
け
た
日
ま
た
は
前
回
受
講

し
た
白
か
ら
三
年
以
内
の
人

マ

自

・

し
込
み

六
月
二
十
九
日
川
i
七
月

三
日
悩
ま
で
に
消
防
本
部
予
防
課
(
宮

⑫

0
1
1
9
、
受
講
願
普
も
あ
り
)
へ
。



7月の相談田園田邑
今月の納税

中日 百炎 名 日 Il寺 会ま号など

7月10日(金}

法 律 キ目 5炎 13 : 30-15 : 30 子行 予約先は生活環
(予約制) 7月24日{令} 役 境課(内線1388)

13 : 30-15 : 30 所

人権 ・悩みごと相談
7月2臼(木)

宮
13:00-16:00 ⑫ 生活環境線

7月9B (木) 4 ( i菊斤-舎3階)
J二地縫物相談

13: 00-16 : 00 
1 。

7月1日(水) 。際立長委良会
農地問題相談

8 : 30-17 : 00 (本庁合2階)

行 政 m 談 7 月 ~3 日(月}
illi武デ" ー ト

10: 00-15 : 00 

心 配ごと相談
lIi:j盟火H昔日
10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 筒E 中日 談
7 FJ 18日(ゴ二) 宮 ⑫ 2025

10: 00-正午

it、 t~ 4日 談 7月15日(水)
(予約 ililJ) 13: 30-15: 00 上回商工会議所

保険年金柱|談
毎週月~金H選日 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 キ11 談 毎週月~土曜日(午前) 生活 r~i 境線

i自校生活相談 9 : 00-16 : 00 (j事j庁?~31椛)

リ己 宜 剥] 7n2，4s 4 毎週月一金slrl日
{支
児奄 {保育議i

9 : 00-16 : 00 宮 ⑫ 2000

毎週月-it: Hì~ 日 所 児童保育課
1寺 m 2tvi4F4 屯

9 : 00-16 : 00 (内線1636) 

毎週月~ニ仁11説日 1R台11保有国
-f 脊て 相談 8 : 30-19 : 30 保育センター

(ゴ.: RI~ 日は 12 : 30まで) E ⑫ 3096 

|いらない本を緑に変えようノ|

一回収・バザー行νま守一
不要な本を、|まていや上回后までお持ちくだ

さい。なお、チャリティーパザーの収益金は市

に寄付され、緑化推進に役立てられます。

・吉本回収

t>期間 6月18日関から30日関まで t>とこ
ろ lまていや上回后1I者サービスカウンター
b内容 ①古本15冊で観葉植物券=7月11自由・
12日(印に1階ふれあい広場で引き替え@古本
1冊で20fl3の値引券=6月25日附-7月7日制
に各売場(一部除く)で値引き(①、@は選択)

・チャリティー/，ザー

t>とき 第1回=7月4日出 ・5日目、第2

回=ア月11日出 ・12回目(変更の可能性もあり)
bところ ほていや上回后1階ふれあい広場

b価格 11m税込み100円
・問い合わせ ほていや上回庖(包⑫8181)

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
よ
無
料
)

マ
と
き

六
月
二
十
八
日
刊
正
午

1
午
後
二
時

マ
と

こ

ろ

上

国

保

健
所

マ
申
し
込
み

保
健
予
防
課

(内
線

1
3
7
6
)

[Q]司司
圃
信
州
大
学
工
学
部
マ

圃
一
公
開
講
座
行

νま
す

マ
と
き

七
月
二
日
附
l
八
月
二

十
七
日
附
の
毎
木
曜
日
午
後
六
時
l

八
時

マ
と
こ
ろ

上
回
会
場

l
信

州
大
学
繊
維
学
部
遠
階
大
講
義
室

マ
講
座
名
「
こ
ん
な
に
役
に
立
つ

化
学
」

マ
受
講
料

五
千
五
百
六

十
円

マ
申
し

込

み

受

講

申

込

書

に
受
講
料
と
返
信
用
封
筒
(
あ
て
先

明
記
、
切
手
貼
付
)
を
添
え
て
一T
湖

長
野
市
若
里
丘

O
O
信
州
大
学

工
学
部
教
務
係
(
包
0
2
6
2
⑫
2

4
3
0
、
受
講
申
込
書
も
あ
り
)へ。

圃
『
中
小
企
業
者
研
修
』

圃
受
講
し
ま
せ
ん
か

マ
講
座
名

物
流
シ
ス
テ
ム
の
改

善

・
設
計
、
デ
ジ
タ
ル

I
C
と
そ
の

応
用
な
ど
五
講
座

マ
申
し
込
み

干
郎

東

京

都

府

・中
市
幸
町
一
ニ
|
一

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
庶
務
部

研
修
生
課

(8
0
4
2
3
@
1
1
9

1
)
へ
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
。

労
政
諜
(
内
線

6. 16 

退
職
金
づ
く
り
は
・

•• 

「
中
退
金
L

で

広報うえだ4.

安
全

・
確
実

・
有
利
な
国
の
中

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

1
4
1
1
)
 

[11 ) 



-長井かす美ちゃん
( 9か月・新田)

f外でブランコで遊ぶのガ

賂き。家でもとても元気な

子ですJ と田の真弓さん。

保健診Dt
保健予防諜(内線 1374)

.7月の乳幼児健康診査
t受付時間 いずれも午後1時-21時 b持ち物 母子

健康子帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ (1歳6

か月児)0 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ちくださ L、。3歳児の健康診査察は、

様式が変わりました。また、視聴覚検査のアンケー 卜も加

わりましたので用紙をお送りします。ご記入のうえ健康診

査にお出かけください。

保健センター(市役所南庁舎2階)

1建 診 実施日 生年 月 日

4 力、 月
7月 1日 4. 2. 16- 2. 29 

7月28日 4 3. 1- 3. 15 

10 力、 月
7月2白 3. 8. 16- 8. 31 

7月30日 3. 9. 1- 9. 15 

1歳 6か月
7月8日 2.12.16-12.31 

7月22日 3. 1. 1- 1. 15 

3 歳
7月9日 7じ. 6. 1- 6. 15 
7月24臼 7じ. 6. 16- 6. 30 

塩田母子健康センター(塩団地区)

4 か月 I7月3日 |4. 2. 16- 3. 15 
10 か月 I I IJ v I-l I 3. 8. 16- 9. 15 
1歳 6か月 I7月21日 I 2.11.16-3.1.15 

川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I4. 2. 16- 3. 15 
10 か月 I7月 7日 | 3.8. 16- 9. 15 
1歳6か月 I I 2.12.16-3.1.15 

.ツベルクリン反応模査
BCG予防接種

b対象 ①平成3年4月1白から平成4年3月31日まで
に生まれた幼児。4歳未満でツベルクリン反応検査を l回

も受けていない幼児。② 4歳未満で、前固めツベルクリン

反応検査で陰性と判定されたが、 BCG予防接種をしてい

ない幼児。ただし、 4歳以上で来接種の子は、小学校 1年

生のときに学校で実施します。 t接種時間 各会場とも

午後11時30分-2時30分 t持ち物 母子健康手帳、問診
察 (赤ちゃん手帳の中にあります。会場にも用意) t注

意事項 ①赤ちゃん手帳の中に予防接種を受ける前、受け

た後の注意事項がありますので、お読みください。

ポリオ、 MMR(麻しん、おたふくかぜ、風しん)など

の予防接種を受けた場合は 1か月間、日本脳炎予防接種を

受けた場合は2週間を経過してから受けてください。また、

BCG予防接種を受けた場合、 1か月問、ほかの予防接綾

は受けられません。 じ〉その他 ①今回のツベルクリン反

応検査の結果、陽性 ・疑陽性者には再検変を行います。該

当者は、8月5Bt村に再びツベルクリン反応検査を受けて

ください。②上野が丘公民館が改修工事のため、神科 ・盟

殿地区の皆さんは今回に|浪り岩門集落センター (岩門公民

蕗主苦節節コ総信訂マ釘狩マ?訂寸雫菌γ…

ツベルクリン反応検査 ・判定・ BCG接種目程表

会場名 実施日 対象地区

(ツ反} (BCG) 

保健センヲー 棄却 (鈴入 ・ 泉町 ・上~-tm .中
常国 ・下常倒 ・北常田 ・材木町

(市役所務庁舎21溝1 7 7 .1哲入}
月 月
14 16 中央 (横町・梅野町.w.町・袋
日 日 町・j馬場町・岡町・ ;Ll輔町・水
ω b持 町・北大手}

亀田母子健康センター 中塩田・}]II所

7 7 神川の一部l大震・管下・下ft
神川地区公畏宮宮 月 月 ヰミ・上腎木・みすす台市・みす

15 17 ず台北・悔が丘)
日 日

川西社会事高社包ン?ー 槻 世島 JII 西

北郷 {上川原仰町・下川l京仰町・
保健センター 愛宕町・上鍛鳩町・鍛冶町・よ

7 7 務山 ・下房山・御前・続問 ・山
lilii!l:所磁庁舎2階} 月 月 ロ・上紺屋町)

21 23 4革尻

日 日 神科の一部(焔IIJ.伊勢山・ 51
岩門集)iセン歩』 ω む付 :1ご見合・野竹・西野竹・住吉が
t岩門会民館} 丘 ・ 神?北朝r~量 ・ 答弁 ・ 111 帯i ・ 営
=下図= r~ ・ 1在箆)

4星回母子健康セン1- 7月22日 7月24日 東I革国・酒場関

川辺 町会館 附 告卸 川辺・泉田

神JlI地区公民館 7月28日 7月30日
神川のーまs(久保林.J県坪・上
沢・国分・下嶋・上.t!iil

三好町会館
ω b付

級 下

雨量s(節夫事l1Jf.段平'li":尾ar・
~t天神町 ・ 鷹匠町 ・ 本町 ・ 末広

保健センター 7 7 町・大手町}

月 月 笛部 {下朝H詰町・主筆原・西脇・(市役所南庁舎2階} 害時町 . ltl紡都 ・ 自主草記・常~町 ・
29 31 緑が丘 ・新屋 ・ 総が丘北峻~t.
日 日 t告が丘西)

岩門集活センヲー
同d 告詰 神科の一郎 {蛇jR.金井・大久

{宮内公民館}
{最・長島・金担割寺}
豊島主

保健センター 8月5日 8月7日
E写機査日{市役所衛庁舎2階} 休l 臼銀

!V、
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